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す
。
セ
メ
ス
タ
ー
制
の
効
果
は
出
て
き

て
い
る
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
ヒ
ド
ゥ
ン
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
は
社
会
学
・
教
育
社
会
学

の
分
野
で
使
わ
れ
る
言
葉
で
、
潜
在
的

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
）
を
さ
す
言
葉
で
す
。
フ
ォ
ー
マ
ル

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
裏
に
は
も
う
一
つ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
実
は
、
セ
メ
ス
タ
ー

制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
隠
さ
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存
在
す
る
の
で
す
。

そ
れ
は
「
選
ぶ
力
」
を
育
成
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
入
学
後
し
ば
ら
く
し
て

文
系
・
理
系
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
自
分
の
進
み
た
い

分
野
を
選
び
、
そ
の
た
め
の
大
学
・
学

部
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
進
路
に
合
わ
せ
て
勉
強
す
る
科
目

を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ
メ
ス
タ

ー
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
常
に
そ

の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
選
ぶ
・
選
択
す
る
」
と
い
う
営
為
は
、

そ
れ
を
選
ぶ
「
自
分
」
と
向
き
合
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
と
は
ど
ん

な
人
間
な
の
か
？
自
分
を
取
り
巻
く
社

会
は
ど
ん
な
社
会
な
の
か
？
そ
れ
を
考

え
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
「
品
格
」
を

備
え
た
リ
ー
ダ
ー
に
成
長
し
て
ほ
し
い

と
い
う
ネ
ラ
イ
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

【
セ
メ
ス
タ
ー
推
進
委
員
会
委
員
長

長
島

巖
（
第
八
二
回
卒
）】

第
六
十
二
回
卒
業
生
の
喜
寿
を
祝
う

同
窓
会
が
、
昨
年
十
月
二
十
六
日
�
母

校
の
百
周
年
記
念
館
で
催
さ
れ
た
。
私

達
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
十
九

年
四
月
に
入
学
し
た
の
で
暗
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
短
期
間
で
あ
っ
た
が

学
校
工
場
で
働
い
た
こ
と
で
あ
る
。
昭

和
二
十
年
春
に
東
京
の
軍
需
工
場
が
学

園
内
に
疎
開
し
て
き
て
、
終
戦
ま
で
そ

こ
で
働
い
た
。
毎
朝
、
校
門
を
入
る
と

行
く
と
こ
ろ
は
工
場
で
寂
し
い
思
い
を

し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
多
く
の
先
輩
達
を
戦
場
へ
送
っ

た
。
私
の
お
世
話
に
な
っ
た
Ａ
さ
ん
も

特
別
幹
部
候
補
生
を
志
願
し
て
一
年
足

ら
ず
で
戦
死
さ
れ
た
。
朝
の
校
庭
で
の

壮
行
会
で
Ａ
さ
ん
達
三
名
を
送
っ
た
こ

と
が
今
も
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

ま
た
朝
礼
終
了
後
に
陸
軍
省
か
ら
き

て
い
た
配
属
将
校
が
、
三
年
生
以
上
の

生
徒
達
に
軍
隊
志
願
を
勧
め
て
い
た
こ

と
も
見
て
い
る
。

こ
う
し
た
暗
い
毎
日
が
、
終
戦
日
を

境
に
し
て
大
き
く
変
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
に
な
る
と
母
校
近
く

の
志
多
見
原
へ
進
駐
軍
が
駐
留
す
る
よ

う
に
な
り
、
我
々
は
学
校
帰
り
に
時
々

そ
の
キ
ャ
ン
プ
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ

で
兵
士
達
と
下
手
な
英
語
で
会
話
を
交

わ
し
ガ
ム
な
ど
を
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
間
も
な
く
、
午
後
に
な
る
と

兵
士
達
が
母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
ト
ラ

ッ
ク
で
や
っ
て
き
て
野
球
を
楽
し
む
よ

う
に
な
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
英
語
が

飛
び
交
い
、
私
達
は
徐
々
に
明
る
さ
を

取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。

同
窓
会
に
は
九
十
五
歳
に
な
ら
れ
た

恩
師
の
前
田
伴
一
先
生
を
お
招
き
し
て

昔
の
仲
間
四
十
五
名
が
集
ま
っ
た
。
私

達
は
在
学
中
に
戦
後
の
学
制
改
革
が
あ

っ
た
の
で
、
旧
制
中
学
四
年
修
了
組
、

旧
制
中
学
五
年
卒
業
組
、
そ
れ
に
新
制

高
校
卒
業
組
の
三
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

総
数
は
二
三
〇
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

七
十
余
名
が
鬼
籍
に
入
っ
て
い
る
。

今
回
は
開
会
に
先
立
ち
小
野
田
幸
夫

先
生
の
ご
案
内
で
新
校
舎
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
視
聴
覚
室
、
階
段
教
室
、

資
料
展
示
室
、
そ
れ
に
天
体
望
遠
鏡
を

備
え
た
天
文
台
ま
で
新
設
さ
れ
、
充
実

し
た
教
育
環
境
に
目
を
見
張
っ
た
。

十
二
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
懇
親
会
は

和
気
藹
々
の
う
ち
に
進
み
、
あ
ち
こ
ち

で
和
や
か
な
談
笑
が
見
ら
れ
た
。
最
後

に
母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
な
が
ら

校
歌
を
斉
唱
し
て
お
開
き
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

（
第
六
十
二
回
卒
業
生
）

５９

高
瀬
一
太
郎

秋
の
叙
勲

旭
日
小
授
章

６８

松
井

隆

秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
授
章

６８

小
磯

正

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

８６

松
永

隆
夫

埼
玉
文
芸
賞
正
賞

俳
句
＆
俳
人
協
会
新
人
賞

菖
４

福
島

英
二

春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

８２

有
賀

勝

さ
い
た
ま
・
植
水
小
学
校
校
長

８２

成
田

守
弘

越
谷
・
武
蔵
野
中
学
校
校
長

８３

岩
崎

祐
一

鷲
宮
高
等
学
校
校
長

８３

黒
巣

茂

川
口
・
芝
南
小
学
校
校
長

８５

大
塚
喜
美
子

幸
手
・
香
日
向
小
学
校
校
長

８５

長
谷
川

浩

さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
等
学
校

兼
浦
和
中
学
校
校
長

８５

中
田

貞
夫

狭
山
緑
陽
高
等
学
校
校
長

８６

服
部

勲

春
日
部
・
谷
原
中
学
校
校
長

８６

山
本

耕
司

鷲
宮
・
東
中
学
校
校
長

８７

内
田

敬

大
利
根
・
大
利
根
中
学
校
校
長

８８

岩
崎

淳

和
光
・
第
三
中
学
校
校
長

８８

中
島

一
郎

杉
戸
・
西
小
学
校
校
長

８９

石
川

勉

松
伏
・
松
伏
第
二
中
学
校
校
長

８９

小
野
田
正
範

加
須
・
加
須
南
小
学
校
校
長

８９

加
藤

修

川
口
・
芝
中
央
小
学
校
校
長

８９

松
崎

和
則

伊
奈
・
小
針
中
学
校
校
長

８９

山
畑

昭
司

加
須
・
加
須
北
中
学
校
校
長

喜
寿
を
祝
う
同
窓
会

本

多

一

基

平成２１年度 慶祝者名一覧（敬称略）
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土
曜
授
業
始
ま
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
研
修

英
語
弁
論
大
会

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞

世
界
ユ
ー
ス
陸
上
大
会
に
出
場

悲
願
の
全
国
制
覇（
陸
上
競
技
部
）

最
近
で
は
、
伝
統
校
、
進
学
校
を
中

心
に
土
曜
日
に
授
業
を
行
う
学
校
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
が
、
本
校
で
も
、
本

年
４
月
よ
り
、
隔
週
土
曜
日
に
、
全
学

年
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
で
は
１４
回
予
定
で
、
す
で
に
１
学

期
に
６
回
行
わ
れ
、
生
徒
達
は
真
剣
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
校
の
基
本
方
針

で
あ
る「
確
か
な
学
力
と
知
性
を
育
む
」

た
め
に
、
ま
た
、「
確
か
な
合
格
力
」

を
つ
け
る
た
め
に
、
学
校
と
し
て
、
で

き
る
こ
と
を
着
実
に
実
行
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
実

施
に
関
し
て
、
大
変
懸
念
さ
れ
ま
し
が
、

幸
い
、
今
年
も
例
年
通
り
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
海
外
研
修
を
無
事
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
２８
日
よ
り
８
月
１０
日
ま
で
１４
日

間
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
あ
る
姉

妹
校
の
キ
ン
ガ
ロ
イ
高
校
を
訪
問
し
、

現
地
の
生
徒
と
一
緒
に
授
業
を
受
講
し

た
り
、
異
文
化
の
下
で
の
貴
重
な
生
活

体
験
を
し
ま
し
た
。
特
に
、
本
年
度
は
、

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
の
学
生
と
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

英
語
に
よ
る
フ
リ
ー
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
、
大
変
充
実
し
た
研
修
に

な
り
ま
し
た
。

８
月
２１
日
�
青
森
県
厚
生
年
金
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
全
国
国
際
教
育
研
究

会
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
外
国
語

科
３
年
の
岡
本
ま
り
な
さ
ん
が
見
事
文

部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

不
動
岡
高
校
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く

選
手
が
誕
生
し
た
。
今
年
度
の
関
東
高

校
陸
上
競
技
大
会
の
棒
高
跳
で
優
勝
し

た
二
年
生
の
川
島
優
君
で
あ
る
。
彼
は

地
元
加
須
西
中
出
身
で
中
学
時
代
か
ら

本
校
で
練
習
し
て
い
た
明
る
く
向
上
心

旺
盛
な
選
手
で
あ
る
。
関
東
大
会
の
記

録
は
元
日
本
記
録
保
持
者
の
橋
岡
選
手

を
二
十
五
年
ぶ
り
に
更
新
す
る
５
�
０６

�
の
素
晴
ら
し
い
大
会
新
記
録
で
し
た
。

こ
の
記
録
が
日
本
陸
上
競
技
連
盟
に
認

め
ら
れ
「
ユ
ー
ス
日
本
代
表
選
手
」
に

選
考
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
七
月
八
日

〜
十
二
日
イ
タ
リ
ア
（
ブ
レ
ッ
サ
ノ
ー

ネ
開
催
）
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
世
界
か
ら
十
七
歳
以
下
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
結
し
（
一
三

〇
〇
名
）
競
い
合
う
大
き
な
大
会
で
す
。

日
本
選
手
団
（
二
十
九
名
）
の
一
員
と

し
て
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
日
の
丸
を
つ
け

て
競
技
す
る
川
島
君
の
勇
姿
に
は
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
予

選
を
通
過
し
、
決
勝
で
５
�
００
�
を
ク

リ
ア
ー
し
、
見
事
世
界
五
位
入
賞
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世
界
の
強

豪
た
ち
と
互
角
に
勝
負
で
き
た
こ
と
は

今
後
の
競
技
生
活
に
大
い
な
る
自
信
と

誇
り
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

短
期
間
の
海
外
遠
征
で
し
た
が
「
日
本

代
表
選
手
」
と
し
て
の
様
々
な
貴
重
な

体
験
を
、
是
非
今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
で

部
員
や
不
高
生
と
共
有
し
、
日
常
生
活

に
生
か
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
陸
連
ス
タ
ッ
フ

や
学
校
関
係
者
に
は
遠
征
期
間
中
は
大

変
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

御
理
解
と
御
協
力
の
程
重
ね
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

顧
問

小
堀

泰
代

今
年
の
全
国
高
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
（
奈
良
県
）
に
お
い
て
、
棒
高
跳

で
川
島
優
（
二
年
）
が
見
事
全
国
優
勝

と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
全
国

制
覇
は
陸
上
部
と
し
て
は
創
部
九
十
年

の
歴
史
上
三
人
目
で
あ
り
三
十
五
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。
記
録
は
５
�
００
�
で

し
た
。
表
彰
式
の
舞
台
で
不
動
岡
高
校

陸
上
競
技
部
の
部
旗
が
陸
上
競
技
場
に

轟
く
「
高
体
連
の
歌
」
と
共
に
優
勝
ポ

ー
ル
に
掲
揚
さ
れ
た
光
景
は
言
葉
に
は

言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。

全
国
の
高
校
生
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
憧
れ

の
舞
台
で
栄
誉
を
勝
ち
取
っ
た
瞬
間
で

す
。
本
人
は
も
と
よ
り
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
藤
間
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
笑
顔
で
お

互
い
自
然
に
抱
き
合
っ
て
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
追
わ
れ

る
立
場
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
高
校

生
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
自
信

部
活
動
報
告

現
在
の
不
動
岡
高
校
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第
三
十
三
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭（
吹
奏
楽
部
門
）に
参
加
し
て

箏
曲
部

「
全
国
高
総
文
祭
み
え
」報
告

新
聞
部

優
秀
賞（
全
国
二
位
の
評
価
）受
賞

と
誇
り
を
胸
に
、
真
摯
に
前
向
き
に
情

熱
を
も
っ
て
競
技
に
取
り
組
ん
で
全
国

総
体
二
連
覇
を
成
し
遂
げ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
顧
問
と
し
て
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
学
友
会
の
皆
様
に
は
今
後
と

も
不
動
岡
高
校
部
活
動
全
体
の
発
展
の

た
め
、
御
理
解
と
御
支
援
等
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

顧
問

小
堀

泰
代

倉
科

淳

吹
奏
楽
部
は
、
県
内
か
ら
一
校
選
ば

れ
ま
す
埼
玉
県
代
表
校
と
し
て
、
七
月

三
十
、
三
十
一
日
の
両
日
に
渡
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
「
第
三
十
三
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
吹
奏
楽
部
門
）」

の
発
表
・
交
流
会
に
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

会
場
と
な
り
ま
し
た
三
重
県
津
市
に

あ
り
ま
す
「
三
重
県
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
」
は
、
客
席
数
一
九
〇
三
席
、
三
階

席
ま
で
あ
る
非
常
に
大
き
く
、
荘
厳
な

内
装
の
ホ
ー
ル
で
、
生
徒
も
一
歩
足
を

中
に
踏
み
入
れ
る
や
い
な
や
、
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

三
十
日
の
交
流
会
で
は
、
今
回
の
発

表
会
の
講
師
で
も
あ
り
ま
す
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
奏
者
・
佐
川
聖
二
先
生
の
指
揮
に

よ
り
ま
す
「
吹
奏
楽
の
た
め
の
プ
レ
リ

ュ
ー
ド
〜
『
時
計
台
の
鏡
』
の
旋
律
に

よ
る
」（
作
曲
�
鈴
木
英
史
）
を
、
各

参
加
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
演
奏
を
し
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
三
年
・
高
井
奏
さ
ん
と
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
バ
ス
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
担
当
）
三
年
・
高
木
栞
さ
ん
が
参
加

し
、
佐
川
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
全
国

選
抜
メ
ン
バ
ー
の
中
で
堂
々
と
し
た
演

奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
く
佐
川
先
生
の
指
揮
に
よ
り
ま
す

全
員
合
奏
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」（
作

曲
�
Ｐ
・
ス
ー
ザ
ー
）
で
は
、
一
部
の

パ
ー
ト
を
除
く
本
校
部
員
が
み
ん
な
で
、

会
場
内
の
他
の
高
校
の
生
徒
と
一
緒
に

演
奏
を
い
た
し
ま
し
た
。
一
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
で
あ
ろ
う
大
人
数
で
の
演
奏

と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
体
験
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
で
す
の
で
、
生
徒
に

と
っ
て
は
貴
重
な
思
い
出
と
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

翌
三
十
一
日
に
は
、
本
校
の
二
・
三

年
生
を
中
心
と
し
た
編
成
で
の
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。演
奏
し
ま
し
た
曲
は「
交

響
三
章
」（
作
曲
�
芥
川
也
寸
志
、
編

曲
�
小
長
谷
宗
一
）
と
「
コ
パ
カ
バ
ー

ナ
」（
作
曲
�
Ｂ
・
マ
ニ
ロ
ウ
、
編
曲

�
岩
井
直
溥
）
の
二
曲
。
演
奏
の
前
に

は
部
長
の
三
年
・
田
村
寧
子
さ
ん
が
、

三
重
県
の
生
徒
実
行
委
員
の
生
徒
に
よ

る
司
会
と
一
緒
に
、
埼
玉
県
に
つ
い
て

や
加
須
市
に
つ
い
て
、
ま
た
本
校
に
つ

い
て
紹
介
し
、
埼
玉
県
の
代
表
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
都
府
県
か
ら
来
場
し
て
い

る
会
場
の
方
へ
、
埼
玉
県
を
Ｐ
Ｒ
い
た

し
ま
し
た
。
演
奏
で
は
、
大
き
な
舞
台

で
あ
る
こ
と
か
ら
緊
張
す
る
面
持
ち
の

生
徒
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
演
奏
が
進

む
中
で
少
し
ず
つ
表
情
も
柔
ら
か
く
な

り
、
明
る
く
伸
び
や
か
な
「
不
動
岡
サ

ウ
ン
ド
」
を
存
分
に
会
場
に
響
か
せ
、

「
全
国
」
の
舞
台
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
「
第
三
十
三
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
（
吹
奏
楽
部
門
）」
出

場
は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
「
全
国
」
と

い
う
大
舞
台
で
演
奏
す
る
こ
と
、
ま
た

他
県
か
ら
出
場
し
た
高
校
の
演
奏
を
聴

く
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
非
常
に
刺
激
的

で
、
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
経
験
を
基
と
し
て
、

今
後
も
よ
り
美
し
く
、
す
ば
ら
し
い
音

楽
作
り
を
目
指
し
、
ま
た
そ
の
他
の
諸

活
動
に
お
い
て
も
高
い
志
を
持
っ
て
活

動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

顧
問

塩
原

壮

小
野
田

幸
夫

松
本

直
樹

海
老
沢
や
よ
い

七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
、

三
重
県
鈴
鹿
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高

総
文
祭
み
え
大
会
に
、
三
年
生
十
一
名

二
年
生
七
名
の
計
十
八
名
で
参
加
し
た
。

演
奏
し
た
曲
は
水
川
寿
也
作
曲
「
大

河
の
響
き
」。
雄
大
な
川
の
流
れ
を
感

じ
ら
れ
る
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
曲
で
、

生
徒
は
こ
の
一
年
間
練
習
が
進
む
ほ
ど

に
こ
の
曲
が
大
好
き
に
な
っ
て
い
っ
た
。

今
年
の
大
会
は
レ
ベ
ル
が
と
て
も
高

く
、
昨
年
見
学
し
た
群
馬
大
会
と
比
べ

て
も
、
各
県
の
参
加
校
が
入
賞
校
の
演

奏
に
ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
い
る
。

そ
ん
な
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら

も
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
本
番
の
二
回
の
演

奏
が
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
奏
で
る
最
後
と

な
る
の
で
、
み
ん
な
で
呼
吸
を
合
わ
せ

て
集
中
し
、
リ
ズ
ム
を
揃
え
て
ゆ
く
。

会
場
の
鈴
鹿
市
民
会
館
は
部
屋
数
が

少
な
く
、
隣
の
市
役
所
の
十
二
階
で
調

弦
し
た
。
重
い
琴
を
持
っ
て
の
長
距
離

移
動
、
環
境
は
良
く
は
無
か
っ
た
。
ま

た
天
候
も
不
安
定
で
、
屋
外
を
通
っ
て

の
移
動
に
は
と
て
も
気
を
使
っ
た
。

し
か
し
、
一
日
中
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

高
く
掲
げ
て
、
通
路
を
雨
か
ら
守
っ
て

く
れ
た
運
営
係
の
生
徒
の
姿
に
、
昨
年

の
埼
玉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
裏
方
を
経
験

し
た
本
校
の
生
徒
は
、「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
明
る
く
元
気
に
感
謝

を
伝
え
、
心
を
ひ
と
つ
に
ス
テ
ー
ジ
に

向
い
、
思
い
を
こ
め
て
演
奏
し
た
。

演
奏
が
終
わ
り
舞
台
か
ら
捌
け
て
来

る
生
徒
の
表
情
に
は
、
入
賞
は
果
せ
な

か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
や
り
切
っ
た
満

足
感
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
一
人
ひ
と
り

の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
大
会
と
な
り
、

こ
こ
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
た

い
。

顧
問

久
保
美
恵
子

今
年
も
新
聞
部
の
活
動
が
全
国
で
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。ま
ず
、第
三
八

回
全
国
高
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
（
大
東

文
化
大
学
主
催
、文
部
科
学
省
・
朝
日
新

聞
後
援
）
で
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
に

次
ぐ
二
番
目
の「
朝
日
新
聞
社
賞
」を
受

賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
三
月
六
日
に

築
地
の
朝
日
新
聞
東
京
本
社
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、第
五
三
回
埼
玉
県
学

校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き「
最
優
秀
賞
」・「
県
知
事

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
第
十
三
回
全
国
高
校
新
聞
年
間

紙
面
審
査
で
入
賞
し
、
七
月
二
九
日
か

ら
三
重
県
の
津
市
で
行
な
わ
れ
た
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
六
年
連
続
し
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文
芸
部

全
国
高
文
祭
に
参
加

て
参
加
し
、
最
終
審
査
で
は
こ
れ
も
二

番
目
の
評
価
に
当
た
る「
優
秀
賞
」を
受

賞
、
合
わ
せ
て「
新
聞
と
教
育
研
究
所
」

が
主
催
す
る
「
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル

賞
」
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
高
く
評
価
さ
れ
た
企
画
は
、

裁
判
員
制
度
を
想
定
し
た
模
擬
裁
判
を

新
聞
部
が
主
催
し
て
行
な
い
そ
れ
を
記

事
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
朝
日
・

読
売
両
新
聞
が
大
き
く
取
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
活
動
が
「
自
信
」
を
育
み
、

そ
の
「
自
信
」
が
一
段
高
い
次
な
る
活

動
を
生
み
出
す
。
部
員
た
ち
は
活
動
を

通
し
て
確
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
新
聞
部
は
元
気
で
す
。

顧
問

長
島

巌

第
三
十
三
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
（
三
重
大
会
）
文
芸
部
門
に
、
文

芸
部
三
年
本
間
早
紀
さ
ん
が
参
加
し
た
。

本
間
さ
ん
は
昨
年
、
埼
玉
県
高
校
生
文

芸
コ
ン
ク
ー
ル
散
文
部
門
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
。
県
の
代
表
と
な
っ
た
。
受
賞

作
は
「
雨
の
ち
雨
」
だ
っ
た
。

三
重
大
会
は
七
月
三
十
一
日
か
ら
三

日
間
、伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
い

せ
ト
ピ
ア
）を
主
会
場
に
行
わ
れ
た
。初

日
は
部
門
別
に
文
学
散
歩
を
し
た
。
散

文
部
門
は
、三
島
由
紀
夫
の「
潮
騒
」の

舞
台
と
な
っ
た
、神
話
の
宝
庫
で
あ
る
神

島
を
訪
れ
た
。
神
島
は
鳥
羽
市
佐
田
浜

港
よ
り
船
で
四
十
五
分
の
場
所
に
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
私
た
ち
は
船
酔
い
し
て

し
ま
い
、島
内
散
策
は
限
ら
れ
た
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。し
か
し
、共
同
洗
濯

場
跡
や
、井
戸
跡
等
を
見
、島
の
展
望
台

に
立
つ
中
、少
し
で
は
あ
る
が
小
説
の
中

の
思
い
に
浸
る
こ
と
が
で
き
た
。二
日
目

は
部
門
別
交
流
会
と
合
評
会
で
あ
っ
た
。

合
評
会
は
、グ
ル
ー
プ
別
、全
体
の
順
に

行
わ
れ
た
。こ
れ
は
お
互
い
の
作
品
を
批

評
し
合
う
も
の
で
、い
わ
ば
文
芸
部
の
メ

イ
ン
と
な
る
活
動
で
あ
る
。本
間
さ
ん
は

「m
ind
sketch

」
と
い
う
作
品
を
出
品
。

丁
寧
で
美
し
い
描
写
の
中
に
テ
ー
マ
を

埋
め
こ
む
手
法
に
、
講
師
の
先
生
か
ら

お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
合
評

会
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
生
徒
た
ち
の

作
品
へ
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
三
日
目
は
報
告
会
と
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。
講
演
会
は
「『
身
体
』か

ら『
文
体
』へ
の
旅
」
と
い
う
題
で
行
わ

れ
、
み
な
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

三
日
間
あ
い
に
く
の
天
気
だ
っ
た
が

い
せ
ト
ピ
ア
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

日
常
の
何
気
な
い
出
来
事
を
自
ら
の
感

性
で
切
り
取
り
文
章
に
仕
立
て
て
い
く
。

若
い
高
校
生
た
ち
の
そ
う
し
た
姿
に
頼

も
し
さ
を
感
じ
た
三
日
間
だ
っ
た
。

顧
問

小
秋
元
美
弥
子

２
０
０
９
年
同
窓
会
実
施
報
告

３
／
８
�

８０
回
新
聞
部
Ｏ
Ｂ
回

８
名
出
席

３
／
１４
�

１２０
回
３
年
５
組
同
窓
会

１９
名
出
席

３
／
１５
�

７８
回
同
窓
会

約
１００
名
出
席

３
／
２１
�

音
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

２９
名
出
席

３
／
２８
�

６９
回
女
子
同
窓
会５５

名
出
席

５
／
３
�

７９
回
女
子
ク
ラ
ス
同
窓
会

１９
名
出
席

２
０
０
９
年
同
窓
会
予
定

１１
／
１４
�

１１４
回
同
窓
会

１１
／
２９
�

７４
回
３
年
１
組
同
窓
会

支
部
総
会
開
催
報
告

３
／
１４
�

大
利
根
支
部
総
会

お
お
た
に
に
て

３
／
１５
�

鷲
宮
支
部
総
会

魚
光
に
て

恒
例
の
学
友
の
集
い
を
左
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
母
校
を
、
ご
自
身
の
目
で
ご

覧
頂
き
つ
つ
、
旧
交
を
暖
め
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時
平
成
二
十
一
年
十
一
月
八
日
�

午
前
一
〇
時
よ
り

会

場
埼
玉
県
立
不
動
岡
高
等
学
校

不
動
岡
ホ
ー
ル

総
会
議
事

�
平
成
２０
年
度
会
務
報
告

�
平
成
２０
年
度
会
計
報
告

�
慶
祝
者
表
彰

�
そ
の
他

懇
親
会

不
動
岡
百
周
年
記
念
会
館
に
て

懇
親
会
費

三
、
〇
〇
〇
円

（
当
日
受
付
で
い
た
だ
き
ま
す
）

お
問
合
わ
せ
は

�
〇
四
八
〇
―
六
一
―
〇
一
四
〇ま

で

無
事
に
学
友
会
だ
よ
り
５２
号
が
発
行

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
原
稿
依

頼
を
快
く
引
き
受
け
て
頂
い
た
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
今
の

不
動
岡
高
校
生
の
活
躍
や
、
卒
業
生
の

皆
様
の
近
況
を
お
知
ら
せ
す
る
重
要
な

機
会
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
更
な
る
紙
面

の
充
実
を
図
る
べ
く
、
事
務
局
一
同
、

今
後
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
記

事
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

学
友
の
集
い
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

訃

報

ソ
ニ
ー
の
ト
リ
ニ
ト
ロ
ン
ブ

ラ
ウ
ン
管
の
発
明
者
で
あ
る
大

越
明
男
さ
ん
（
５５
回
卒
）
が
本

年
五
月
十
四
日
、
心
不
全
の
た

め
、
八
十
三
才
で
他
界
さ
れ
ま

し
た
。

謹
ん
で
、
お
悔
み
申
し
上
げ

ま
す
。 同

窓

会

編編編編編編編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記記記記記記記

不 高 学 友 会 だ よ り平成２１年１０月１５日発行 第５２号 （6）


